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　平成２１年、明けましておめでとうございます。会員の皆様方におかれましては、健やかに新年をお迎えのことと心から
お慶び申し上げます。
　さて、昨年は資源・原材料・食品等の価格高騰やサブプライムローン問題に端を発した米国の大手証券会社の経営破
たんなど予期し得ない外的要因等により、我が国の経済は厳しい環境となりました。また、中小企業を取り巻く環境も、自
助努力による対応の限界を超えた極めて厳しい状況が続いております。
　こうした中で、中小企業組合が果すべき役割は今まで以上に大きくなり、その期待も高まっています。急激な経営環境
の変化に適応できる企業の経営倫理の確立、業界秩序の維持など組合事業活動を通じた基盤の再構築が望まれており、
個 の々企業では解決できない問題を、組合の団結の力により解決に向けて前進させねばなりません。
　今年も中央会は、皆様方の期待に応えるため、中小企業団体の支援機関、組織化のプロ集団としての自覚を持ち、
組合の皆様と共に手を取り合って皆様方の活動やチャレンジを応援していく所存です。特にきめの細かな組合支援、元気
の出る組合支援、各種情報の積極的な提供等に重点を置き、より一層の活動強化に努めてまいります。ご支援方よろしく
お願い申し上げます。

昨年を振り返って
　平成２０年は緩やかな景気回復から一転して不況へ
と激変した１年であった。米国発のサブプライム
ローン問題に続き、リーマンブラザーズの経営破た
ん、年末には新卒者の内定取消しや派遣労働者の契
約打ち切りなど、様々
な問題が噴出した。景
気の浮揚は、地域レベ
ルではどうしようもな
い所もあるため、国が
出す景気対策に期待し
ている。
　こうした厳しい経済環境下で、自身が行っている
組合訪問も７１組合となり、目標の１００組合が見えてき
た。訪問してみて感じることは、厳しい経済情勢の

中で、どの組合や業界も知恵を出し工夫して頑張っ
ているということ。県内の中小企業は、バブル崩壊
後の大不況を経験し、幾度となく窮地を乗り越えて
きた経験がある。残った企業は、知力、体力とも旺
盛で、社会にとって必要だというところばかり。ま

さに『適者生存』であ
る。組合からは、「大
学と技術交流や新製品
開発を行いたい、優秀
な人材が欲しい、他の
組合とコラボレーショ

ンしたい」などといった前向きな相談もあり、中央会
もこうした期待に応えていく必要がある。組合訪問
の記録をまとめた冊子を作成しているので、組合関
係者の皆さんにもご一読いただきたい。また、行政

「組合のニーズに応えるパートナー・中央会」
組合の声を事業・施策に活かす

辻正中央会会長に聞く
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関係の方々にはこれを参考にして、中小企業の振興
や施策に反映して欲しいと思っている。本当に中小
企業が困っていることは何なのかを掴んでもらいた
い。
今年の見通しについて
　県内の企業は比較的不況に打たれ強い所が多いの
ではないかと思っている。先行きは決して明るいと
は思わないし、現在よりも良くならないと思って対
応していくべきである。しかし、困難は来るがそれ
に打ち勝つだけの意欲と希望はある。今後も厳しい
状況が続くと思うが、我々はへこたれないし、励ま
し合って乗り切っていきたいと思っている。
　トヨタなど大企業があると、その影響がまともに
地元企業に振りかかってくる。今後、影響が出てく
ることも懸念されるが、大企業が厳しい時こそ、そ
の余波が来たらどうしようなどといった弱気になる
のは良くないし、そんなやわな中小企業は残ってい
ない。マクロ的に見ると日本は技術立国の企業文化
が脈々と続いている。技術を磨き、地道に努力する
所が日本企業の強みであり、世界中からその高い技
術力が注目されている。
　中小企業は弱いからお金を貸してあげればいいと
いう考え方は不勉強だと思う。今後もＤＩ値は下がっ
ていくかもしれないが、中小企業にはそれに対応す
るだけのエネルギーがある。隙間産業を狙って頑
張っているところ、業種転換や製品を変えるなどし
てなんとか生き抜いているところもある。これは現
場を回ってみてしみじみ思うし、自分自身もこうし
た経営者との話は大変勉強になっている。困った時
ほど経営者は考え、良いアイデアや知恵が出てくる
ものである。苦労から出てきた中小企業の知恵は素
晴らしいし、県内にたくさん溢れている。
　まとめると、岐阜県の企業の場合は企業努力がさ

らに進み、見るべきものが出てくるのではないかと
思っている。景況感は良くないが悲観はしていない。
マスコミの方々にお願いしたいのは、頑張っている
組合や企業をピックアップして大いにＰＲして欲し
い。
中央会が担うべき役割と活動
　中央会の仕事も、国や県からの助成措置や制度融
資を組合に提供する仕事から変わりつつある。新た
な事業やサービス、各種補助事業のコーディネート
や大学とのマッチングなど前向きな支援活動を行っ
ている。職員が組合訪問に随行し、また各自で組合
を巡回して組合の声を聞き、日頃の業務に活かして
いる。中央会の特色は、各業界にネットワークがあ
ること。遠くの人に講師をお願いしなくても、地元
の元気な企業経営者に講演してもらうことができる。
昨年の理事会でも、今井航空機器工業�の今井哲夫
社長に講演いただいた。組合で講師を紹介して欲し
いという要望があれば、中央会に相談して欲しい。
　また、組合青年部と女性部の設置を推進していく。
特に後継者の育成、女性経営者のバックアップに重
点を置きたい。もう一つ、組合からの事務受託につ
いても力を入れたい。経理や事務書類の整備などは
中央会に任せ、組合事務局の皆さんには販路拡大や
業界発展に尽力してもらう。いずれにしても基本は
計画巡回を徹底し、組合関係者から意見を聞くこと。
吸い上げた意見を中央会事業に反映させるとともに、
国や県に伝えていく役目も担っている。我々の組合
を見に来て欲しいというお誘いがあれば、是非連絡
して欲しい。今年も効率的な中央会の運営に努め、
「組合ニーズに応えるパートナー・中央会」をスロー
ガンに様々な事業を展開していくので、中央会を積
極的に活用いただきたい。

　中央会は、１２月１１日に岐阜市柳ヶ瀬通のグラン
ヴェール岐山で「平成２０年度情報連絡員会議」を開催
した。
　大野耕平専務理事の挨拶に続き、支援機関からの情
報提供として岐阜財務事務所の森尚生財務課長が県
内経済情勢等について説明した。また、本会の各チーフ
リーダーより全国大会で決議された要望事項並びに県
建設関連業団体部会より県に対し行った要望事項につ
いて説明した後、情報交換会に入った。
　情報連絡員の方 か々らの発言要旨は次のとおり。
【県食肉事業（協連）】　大角事務局長
　組織率が現在６０％を下回り、組合活動が下部まで浸
透していないことが課題となっている。牛肉に関する偽
装問題が発生したため、支部ごとにセミナーを開催した。
消費傾向は鶏や豚へと牛肉離れが進み、また、高級品
から３等級以下へと移った。全店舗でセールを行うなど
の対策を講じている。
【県米菓工業�】　小森事務局長
　事故米の影響で風評被害等が出ている。原材料が
高騰しており大変な状況である。
【県ニット（工組）】　大植事務局長

　消費の低迷が続き、衣料品にお金が回っていない。
安定した仕事であったカーシート関係が５割減となって
おり、ここまで先の見えない状況は初めてである。
【岐阜婦人子供服（工組）】　岩田専務理事
　販売先としてアジア市場に目を向けており、主要都市
で開催される展示会に出展している。バイヤーは日本製
の商品に興味を示している。中央会には、組合間のコラ
ボレーションやコーディネート機能に期待している。
【県銘木�】　大滝専務理事兼事務局長
　木材の中でも特殊な材を扱う組合である。年間約２０
億円の取り扱いがあり、県内外の木材業者等が競りに
訪れる。建築様式が変わり洋風な家が多くなり、銘木が
使われなくなって価格が低迷している。近年、地球温暖
化などの影響もあり木の存在が見直されている。公共事
業での木材の利用促進を要望しているが、中央会から
も要望をお願いしたい。
【東濃ひのき製品流通�】　渡邉専務理事
　現況は注文に生産が間に合わない状況で、好況で
ある。しかし、儲けがあまりなく、今後はどうなるかわから
ない。
【丸重製紙�】　佐藤理事
　和紙の産地はどこも良くない。秋口より紙の動きが減
少し、原料の高騰や資材の値上りも重なって、先行きが

情報連絡員会議を開催
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不安な状況である。
【県生コンクリート（工組）】　尾関総務部長
　出荷量が毎年２割減少している。東海４県の中で最
下位となり、全国でも５番目位の悪化となっている。県
への要望であるが、耐震補強の工事を優先的に実施し
てもらいたい。
【県鋳物工業�】　浅野事務局長
　仕事量は３～５割減少している。８月までは順調に
推移していたが、１０月からの３ヶ月で大きく減少し、稼
働率も低下している。材料高の高騰による価格転嫁につ
いても９月までは認めてくれたが、それ以降は厳しい状
況である。中小企業緊急雇用安定助成金の利用を検討
しているが、条件面で問題があり申請できていない。鋳
物砂（産業廃棄物）を埋め立てる場所が県内は少ない。
愛知県やその他の県外では処分料が高いため困って
いる。
【関連合刃物�】　武井専務理事
　１２月から潮目が変わった。自動車関連やメッキ関係
では、生産ラインの縮小、派遣社員等を削減した。刃物
関係は景気に左右されず生産しているところもあり、企
業間格差が出てきている。組合では、年間を通じて展
示会やイベントに出展し、即売を行うなど、ＰＲに努めて
いる。東京秋葉原で起きた事件によりイメージダウンの影
響があったが、便利な道具とアピールしている。今後は、
トヨタの輸出減少に伴う影響を心配している。
【県可児工業団地�】　藤岡専務理事
　自動車関連の企業が多く５０社で約５,３００人が働いて
いる。共同受電事業は、昨年対比２０％の減少となり驚
いている。大手企業の中には正社員を半分にしていると
ころもあるが、中小企業は熟練工が多いため、簡単に
はいかない。地球温暖化への対応として団地内の緑化
事業に取り組み、また、中央会の支援で「男女の出会い
事業」を行った。要望としては、大手企業にコンプライア
ンスの遵守指導を徹底して欲しい。
【川崎岐阜�】　市原専務理事
　自動車、工作機械等がガタガタの状態である。航空
機の仕事も先送りがあるなど不安定で、２年遅れると売
上が２５％減少する。同業種が集まり、もう少し突っ込ん
だ議論ができる会議の開催と雇用調整金への迅速な対
応を希望する。
【�土岐美濃焼卸センター】　木村事務局長
　単一組織の団地から異業種の集団へと変化し、共同
事業の構築が課題である。売上はピーク時の３分の１
に減少した。こだわり品を売る小売りにウエイトが増加す
る中、卸売が不要となりつつある。青年部を中心に中央
会の支援を受けながら、海外市場に販路を求めている。
【県機械金属商業�】　服部理事長
　名古屋や大阪からルートセールスが攻めてきている。
県内の企業は、堅実な経営を行っている所が多い。悪
い中でもそれなりにやっているが、先行きは不透明であ
る。
【県電器（商組）】　森事務局長
　デジタル放送の影響で９月までは薄型テレビが好調
であったが、１０月以降は低迷している。競争激化や単
価ダウンにより大手量販店も苦労する中、１０月にデジタ
ル１１０番を開設した。アナログ放送終了までおよそ２年
半、今まで以上に呼び掛け等を徹底していかなければ、
パニックになりかねない。
【岐阜市商店街（振連）】　古川理事長
　商店街からの要望は、全国大会の決議事項と同様で

あり、実現に向けて尽力して欲しい。新事業として飲食
店を中心とした地産地消に取り組む。岐阜のえだ豆やホ
ウレン草を使った料理を提案し、ふりかけなど２６種類の
メニューを考案した。試食会も実施する予定で、物売り
であった我 が々物作りに挑戦していく。
【県自動車車体整備�】　田中専務理事
　組合員は事故車両の修理等を行っている。新車が売
れることで得るものも多いが、メーカーは生産台数を下
方修正した。近年、自動車事故件数が減少し、若者の
車離れ等も進む中で、ディーラーが内製化を強化し、競
争が激化している。組合員の脱退が続き、組合の存在
意義が問われている。
【県クリーニング業（生衛）】　辻田常務理事
　コインランドリーの増加やブランド衣料の販売低迷な
ど様 な々要因により、平成４年をピークに売上減が続い
ている。組合では、環境問題への取り組みとして、ポリ
容器等の回収、再利用を検討しているが、法律の制限
等もあり実現していない。組合員は６０歳以上の高齢者
が多く、小規模事業者が８～９割を占めており、組合
員の減少を懸念している。
【県広告美術業�】　井上事務長
　７月以降厳しい状況である。仕事は建築物の下請け
として受注しているため、価格的に厳しい。電子入札で
の最低制限価格制度の導入など制度の見直しを行って
欲しい。
【県飲食（生衛）】　牧野専務理事
　消費者の信頼を得るため、厚生労働大臣認可「安心
保証登録店」を示す、標準営業約款（Ｓマーク）の取得
を進めている。下呂のトマト、各務原のキムチ、郡上の
奥美濃カレーなど関係団体と連携して町おこしを進めて
いる。
【県ビルメンテナンス�】　藤森事務局長
　県内の主要建築物の清掃や警備等を行っているが、
官庁の予算減少など大変な状況である。指定管理者制
度は施設運営の丸投げであり、運営ノウハウの乏しいと
ころは厳しい。
【岐阜土木�】　鷲見事務局長
　組合員は３年で３０社以上減少し、体力も弱っている。
重機などを手放したところも多く、除雪活動や災害活動
への対応も危惧している。
【県建築設計監理�】　加藤事務局長
　新築物件が減少しているため、既設建物への取り組
みを進めている。県内小中学校の耐震率は７３％と全国
平均を上回っているが、まだまだ残っている。公共施設
の契約は３月末に入金されるため、資金繰りが大変な
状況である。
【県電気工事業（工組）】　杉浦理事長
　公共工事は半減以下、民間工事は建築基準法改正
以降ほとんど仕事がない。銅価格が下がり始めたが、
苦しい状況には変わりない。県の電子入札において最
低制限価格制度の導入をお願いしたい。
【物流ネットワーク中部�】　寺町専務理事兼事務局長
　夏までは燃料高に苦しんでいたが最近は下落し、逆
に値下げを要求されるケースも出てきている。しかし、今
までの価格に転嫁できなかった状況もあるため厳しい状
況である。
【赤帽岐阜県軽自動車運送�】　矢野理事長
　運ぶ荷がない。地域密着で生き残っているが、自動
車関連部品の荷が無くなった。配達業者を装った事件
の影響で配達ペースがダウンしている。
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　中央会は、３回シリーズで実施している「技術力
アップ支援セミナー」を１２月１０日に県民ふれあい会
館で開催した。
　中小企業基盤整備機構中部支部の野尻一男統括プ
ロジェクトマネージャーより、技術力を高める人材
育成の取組事例について紹介があり、若い技術者を

募って「匠塾」を作り、大手企業などから講師を招
いて技術の伝授を行っている縫製会社や、美容院に
おけるスタッフ教育についてビデオを交えながら取
り組みを解説した。また、商工中金岐阜支店の落合
清弘次長からは、ものづくり支援などに取り組んだ
際、有利な利率で貸付けが受けられる「推薦貸付制
度」について説明がなされた。

技術力アップ支援セミナーを開催

　岐阜県陶磁器工業協同組合連合会（加藤半一郎理
事長）に所属する１４組合は、新春恒例の「２００９年新
春見本市」を開催した。
　この見本市は、その年の業界の景況を占う催しと
しても注目されており、地元卸商社等に対し、積極

的な売り込みやＰＲを行うことで顧客との成約増や
新規取引先の獲得につなげたいとしている。１月７
日の土岐津、泉、肥田の３組合を皮切りに、８日か
らは７組合、９日には４組合がそれぞれ２日間の日
程で実施した。会場には組合員が研究開発した新製
品やオリジナル商品がずらりと並び、大勢の陶磁器
関係者でにぎわっていた。

岐陶工連傘下の 14 組合が新春見本市

　商工中金岐阜支店の取引先で構成する岐阜中金会
（岡本太右衛門会長）は、１２月４日に岐阜市湊町のホ
テルパークで経営者セミナーを開催した。
　セミナーでは、千葉商科大学学長でエコノミスト
の島田晴雄氏が「激動する世界経済と日本経済の展

望ならびに地域活性化戦略」をテーマに講演した。
会場には会員のほか、若手経営者で組織するユース
会のメンバーら約１２０人が参加し、熱心に耳を傾け
ていた。
　また、商工中金が１０月から民営化されたことに伴
い、記念式典も開催された。

岐阜中金会がセミナーと記念式典を開催

　八百津煎餅協同組合（伊藤成治理事長）は、「八百
津のおやつ」と２０１２年の「ぎふ清流国体」をＰＲす
るため、特製せんべいを製造した。
　せんべいには、国体マスコットキャラクター「ミ
ナモ」の焼き印が押してある。１２月３日には県庁で
古田肇知事に６００枚を贈呈した。組合では「一枚一枚

気持ちを込めて昔ながらの方法で焼いている。色々
な機会で国体のＰＲとともに八百津せんべいを宣伝
して欲しい。」と話してい
た。１４日に開催された全
日本実業団女子駅伝では
観客らに配布された。ま
た、今後せんべいの小売
も検討されている。

国体をＰＲ「ミナモせんべい」

　中央会は今年度、岐阜労働局から委託事業に取り
組んでおり、１２月４日に「高年齢雇用推進大会・講
演会」を岐阜市柳ヶ瀬通りのグランヴェール岐山で
開催した。
　同大会は基調講演と事例発表の２部構成で実施し、
西島�・代表取締役の西島篤師氏から「定年はいら
ない」をテーマに講演が行われた。西島社長は「一
流の製品は一流の人格から作られる。６０歳を過ぎた
らモノ作りを極める分野へと移り、限界のない自身
の技術を磨きながら、若い人に技術や技能を伝承し
てもらう。７３歳の従業員は、モノづくりのヒントが
詰まった世界に一つだけの教科書を作るため、自分

の技術やノウハウをマニュアル化している。モノづ
くりは、時代の流れ、お客様のニーズ、経済情勢な
どにあわせて進歩していかなければならない。」とア
ドバイスした。
　また、�十八楼・専務取締役の伊藤豊邦氏から「若
手とベテランのパートナーシップ」、中日本ダイカ
スト工業�・取締役総
務部長の真野敏氏から
「公平な能力評価によ
る経営管理」をテーマ
に自社での取り組み事
例が紹介された。

高年齢雇用推進大会を開催

　美濃手すき和紙協同組合（市原達雄理事長）は、
新商品「歳時懐紙」を開発した。
　正月を意識して作られた新商品は、和紙を赤く縁
取ったものや、赤い毛糸を絡ませたものなどのほか、
「年玉包み」や「祝いはし包み」といった完成品もあ
る。１２月３日からは岐阜高島屋で展示・販売を行っ
たほか、「本美濃紙」での障子の張り替え注文も受け
付けた。組合では「細部にも様々な工夫を凝らした。

職人のこだわりを感じてもらいたい。」と話している。
　また、組合では手すき和紙製品であることを証明
するロゴシールを作った。美濃手すき和紙のブラン
ド力を確立し、販路拡大に
つなげるために作成したも
ので、美濃の手すき和紙製
品にはロゴシールを貼付し、
機械すきの和紙とは一味違
う“手すき”の良さをアピー
ルしていく。

新商品開発とロゴシールを作成
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　岐阜県陶磁器工業（協連）並びに岐阜県タイル商
業（協連）の所属組合員などで組織する美濃焼クー
ルアイランドタイル振興会（宮川憲太郎会長）が新
しく開発した美濃焼クールアイランドタイルの商標
「クールアイランドタイル」が、１０月３１日付けで登録
された。
　同タイルは、名古屋工業大学の技術を取り入れて

開発した環境配慮型外壁タイルで、太陽光を天空に
反射させることで都市内部の蓄熱を防ぎ、ヒートア
イランド現象を緩和させる特徴を持つ。現在、十六
銀行多治見支店本町オリベストリート出張所や岐阜
市内のレストランで採用されており、今後の販路拡
大が期待される。
　タイルに関するお問い合わせは、事務局（０５７２-４４-
３２２６）まで。

クールアイランドタイルが商標登録

　森の合板協同組合（井上篤博理事長）は、中津川
市加子母に建設する合板工場の起工式を１２月１９日に
行った。
　起工式には、県林政部の渡辺敬一部長、中津川市
の大山耕二市長をはじめ、組合関係者ら多数が出席
した。工場の稼働は２０１０年度内を予定しており、県
内の年間素材生産量の３分の１に当たる約１０万�の
原木を合板に加工することとしている。完成すれば、

国内でも最大規模の合板工場となる。
　また、これに先立ち井上理事長は県庁を訪問し、
古田肇知事に県内産のヒノキの間伐材を使って作っ
たベンチ５脚、プラン
ター１０個、巣箱２０個を
寄贈した。組合では
「この工場は各方面か
らの期待も大きいので、
我々も頑張りたい。」
と話していた。

合板工場の起工式を開催

　岐阜県グリーンサービス協同組合（玉田孝一理事
長）では、お正月の門
松づくりで忙しい年の
瀬を迎えていた。組合
員の事業場を訪問する
と作業の最中で、「門
松は年々小さいものが

増えている。玄関に飾っていただき新しい年を迎え
て欲しい。」と話した。
　また、岐阜食品青果協同組合（大江正治理事長）
と岐阜水産物商業協同組合（青木實理事長）は、１
月５日に岐阜市の中央卸売市場で初競りを行った。
水産部の競りは朝５時に開始され、場内は威勢のい
い掛け声で活気づいていた。水産部の総入荷量は、
昨年の初競りとほぼ同量となったが、青果部の総入
荷量は１,３００トンで昨年比５％減となった。

年の瀬・年始の組合活動

　組合等活動支援事業を活用した日ノ出町商店街振
興組合（代田保寿理事長）を紹介します。
○テーマ「中心市街地商店街の現状とこれからの街づくり」
　当該組合は、柳ヶ瀬商店街の中心に位置し、柳ヶ瀬本
通や劇場通などの商店街と共に中心市街地「柳ヶ瀬」を
形成している。様 な々要因から以前の賑わいは消え、空き
店舗が増加するなど、柳ヶ瀬一帯に活力がなくなってい
る。そこで、柳ヶ瀬活性化を目指して、これからの街づくり
や新しい商店街像について研修した。
　研修は３回に分けて実施し、消費者から見た柳ヶ瀬は

どのように映っているのか、逆に柳ヶ瀬で百貨店を経営
する高島屋から見た柳ヶ瀬はどうなのか、それぞれの立
場から意見を聞いた。また、これからの街づくりは公共交
通機関が重要であるとの観点から、行政やバス会社を交
えて意見交換を行った。
　代田理事長は、「様 な々人達の意見や考え方が聞けて
大変有意義であった。皆さんからいただいたアドバイスを
基に積極的に取り組みたいと思っているが、それには組
合員をはじめ柳ヶ瀬を形成する全員のパワーが必要だ。
こうしたセミナーを今後も継続していき、日ノ出町商店街
から柳ヶ瀬活性化のメッセージを発信していきたい。」と感
想を述べた。

助成事業を活用した組合に聞きました！

　岐阜市商店街振興組合連合会（古川洋治理事長）
では、加盟している飲食店が中心となり、地元で採
れた農産物を使用したメニューを開発し、独自ブラ
ンドの形成を目指す「地産地消事業」に取り組んで
おり、１２月７日には、枝豆とホウレンソウを使った
料理の試食会を岐阜市美江寺町の中部電力岐阜支店
で開催した。
　試食会には、組合員から提案された枝豆ドーナツ
や枝豆コロッケ、ホウレンソウを使用したクッキー

など２６品が並び、野田聖子消費者行政担当大臣ら関
係者が出席し、試作品を味見した。試食会で反応が
良かった料理については、今後改良を加え、６月頃
から組合員の店舗で新メニューとして提供する予定
で、古川理事長は「市
特産の農産物を使って
安心で安全な料理を提
供し、商店街の活性化
につなげたい。」と意気
込みを語った。

岐阜市商連が試食会を開催
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▲△△▲○▲牛 乳 ・ 乳 製 品
食

料

品

▲△△▲○△豆 腐

▲△△△△○食 肉 （ 国 産 ）

▲△△▲△▲菓　 　 子

△△△△△△米　 　 菓

△△△△△△寒 天 水 産

▲△▲▲△△製 麺

▲▲▲▲△▲撚　 糸
繊
維
・
同
製
品

▲△△▲△▲ニ ッ ト 工 業

▲▲▲▲△▲毛　 織　 物

▲△▲▲△△合 成 繊 維 織 物

▲△△▲△▲メ ン ズ ア パ レ ル

▲△▲▲▲▲婦 人 ・ 子 供 服

▲△▲▲▲▲縫　　製（既製服）

▲△△▲▲▲製　 　 材
木
材
・
木
製
品

△△△△△○銘　 　 木

▲▲▲▲△▲集　 成　 材

――――――家 具 （ 飛 騨 地 区 ）

▲▲▲▲▲○東 濃 ひ の き

△△△△○○家　 庭　 紙紙
・
紙
加
工
品

▲△▲△○△特　 殊　 紙

▲▲▲▲○▲紙　 加　 工　 品

▲△▲▲▲▲印　 　 刷印刷

▲▲△△○▲プ ラ ス チ ッ ク化学
ゴム

県内中小企業主要業種の景気動向
（１２月末調査）

１２月景況調査

　中央会が主要業種８５組合（うち８２組合による集計）を対象
にまとめた『１２月の特色』は次のとおり。
　〔１２月の特色〕組合から見た県内中小企業の特色は①景況
感ＤＩ値悪化止まらず　～マイナス８７へ～②先行き不安感強
まる―となっている。
　１２月の景気動向を前年同月比景況感ＤＩ値で見ると、マイ
ナス８７となり、前月のマイナス８４に対し、３ポイントの悪化
となっている。
　景況感ＤＩ値は、前月の数値を更新し、前年同月比による調
査を始めた平成１２年４月以来最も低い数値となるなど、８月
以降厳しい状況が続いている。　
　他の主要な調査項目については、売上高ＤＩ値マイナス６８
で、前月比２ポイントの悪化、販売価格ＤＩ値マイナス２５で、
前月比８ポイントの悪化、収益状況ＤＩ値マイナス８０で、前月
比２ポイント悪化となった。　
　業種別にみると、前月と同様に製造業では、販売価格ＤＩ値
の改善傾向が弱まり、その他の主要項目は依然悪化傾向が強
い。非製造業では、主要項目全てのＤＩ値が悪化傾向となっ
ている。　
　コメントでは、業況の低迷要因として、受注量の大幅な減
少、消費の冷え込みによる売上の減少等に加え、景気の先行
きに対する強い不安感を訴える声が多く出ており、中小企業
の経営環境の悪化が懸念される。
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▲▲▲▲▲▲医 薬 品 卸
卸

売

業

▲▲▲▲▲▲電 設 資 材 卸

▲▲▲▲▲▲陶 磁 器 産 地 卸

△△△△▲△機 械 ・ 工 具 販 売

▲△△△▲▲青 果 販 売
小

売

業

▲▲▲▲▲▲水 産 物 商 業

▲△▲▲▲▲家 電 機 器 販 売

▲△▲▲▲▲メ ガ ネ 販 売

▲▲▲▲▲▲中 古 自 動 車 販 売

▲△▲▲▲▲石 油 製 品 販 売

▲○○○▲○共 同 店 舗（ 東 濃 ）

▲△▲▲△▲共 同 店 舗（ 飛 騨 ）

――――――生 花 販 売

▲△▲▲▲▲岐 阜 市 商 店 街
商

店

街

▲△▲▲△▲大 垣 市 商 店 街

▲△▲▲△▲多 治 見 市 商 店 街

▲▲▲▲△▲恵 那 市 商 店 街

▲△▲▲△▲高 山 市 商 店 街

△△△▲△○自 動 車 車 体 整 備
サ

ー

ビ

ス

業

△△△▲△▲自 動 車 タ イ ヤ 整 備

▲△△▲△▲長 良 川 畔 旅 館

▲△△▲△▲下 呂 温 泉 旅 館

▲△▲▲▲▲高 山 旅 館

▲△△▲△▲ク リ ー ニ ン グ

▲△▲▲△▲広 告 美 術

▲△△△△▲情 報 サ ー ビ ス 業

▲△△△▲△映 像 制 作

▲△△▲△△飲　 食　 業

▲▲▲▲▲▲ビ ル メ ン テ ナ ン ス

△△△△△▲理 容 ・ 美 容 業

▲▲▲▲○▲土 木 （ 岐 阜 地 区 ）
建

設

業

▲▲▲▲▲▲土 木 （ 飛 騨 地 区 ）

――――――土木・建築（羽島地区）

▲▲▲▲▲▲建 築 設 計

▲▲▲▲▲▲鉄 構 造 物

▲▲▲▲▲▲電 気 工 事

▲▲▲▲▲▲管 設 備 工 事

△△△▲▲○建 築 板 金

▲▲▲▲▲▲木 製 建 具

▲▲▲▲▲▲産直住宅（東白川地区）

▲▲△▲△▲貨 物 運 送（ 県 域 ）運
輸
業 ▲▲▲▲○▲軽 運 送

景況感雇用人員資金繰り収益状況販売価格売上高

非製造業ＤＩ値

景
況
感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売
上
高

調査項目

業　　種

区

分

▲△▲▲△△陶 磁 器 （ 工 業 ）
窯

業

・

土

石

▲○▲▲△△陶 磁 器 （ 輸 出 ）

▲△▲▲△▲タ イ ル

▲△▲▲△▲窯 業 原 料

▲△▲▲△▲石　 　 灰

▲▲▲▲○▲生 コ ン ク リ ー ト

▲△△△△△砂 利 生 産

▲△▲△△▲砕 石 生 産

▲○▲▲○▲鋳　 　 物鉄
鋼
・
金
属

▲▲▲▲▲▲刃物等金属製品 （輸出） 

▲▲△▲△▲刃物等金属製品 （内需） 

△▲△▲△▲メ　 ッ　 キ

▲▲▲▲▲▲県 金 属 工 業 団 地一
般
機
械

▲▲▲▲△▲可 児 工 業 団 地

▲▲▲▲▲▲金　 　 型

▲▲△▲△▲電 気 機 械 器 具電気
機器

▲△▲▲△▲輸 送 用 機 器輸送用
機　器

▲▲▲▲△▲各種物産品（観　光）各

種

物
産
品 ▲△▲▲△▲各種物産品（ギフト）

景況感雇用人員資金繰り収益状況販売価格売上高

製造業ＤＩ値

好転�
+30≦DI

やや好転�
+10≦DI＜+30

変わらず�
-10＜DI＜+10

やや悪化�
-30＜DI≦-10

悪化�
DI≦-30

○：増加、上昇、�
　　好転、拡大�
△：不変�
▲：減少、下降、�
　　悪化、縮小�

表の見方�

景況感ＤＩ値悪化止まらず
～マイナス８７へ～
先行き不安感強まる
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高度化事業活用事例紹介（4/6）
　中小企業基盤整備機構の高度化融資制度の活用事例第４弾として、高度化事業を活用した組合は、時間の経過とと
もに事業の成長を遂げる反面、設備の劣化、経済環境の変化、組合員の脱退・新規加入などあらゆる状況に対応する
ことが求められます。この様な環境に対応するためリニューアル事業を活用された組合をご紹介いたします。過去
に高度化資金の貸付けを受けられた組合等の再活性化に当事業をお勧めします。

��������	
�

＜１社でもリニューアル事業の活用がＯＫ＞
　過去に高度資金の貸付けを受けた組合等が、施設の老
朽化の解消、経営環境の変化への対応等のために施設の
新設、増改築等（リニューアル）を行なう場合に利用で
きます。

��������	

��������	
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　因島市内に散在する造船関連企業が、昭和 39年 3月
に組合を設立し、昭和42年に組合員18社が進出して団
地施設が完成する。共同作業場で先駆的な船体ブロッ
ク製造に着手するなど、当時としては画期的な集団化事
業の取組みであり、「船体ブロック製造の因島」として業
界の注目を浴びる。
　組合は高度化資金を活用した共同設備等の大型投資
を定期的かつ政策的に実施し、設備の近代化による生産
効率化と差別化に鋭意取り組んでいる。
　平成17～18年度事業として、共同作業場の拡張によ
る団地の再強化（総事業費 25億円、うち高度化資金 20
億円無利子）を実施した。団地再強化の直接的な目的は
震災対応である。
　平成 13年の芸予地
震に見舞われて、海側
に位置する共同作業場
の周辺で地盤沈下が
年々深刻化し、今度大
きな地震が来たら危険
な状態になっていた。
　しかし、もうひとつの目的がある。それは、今後の市
場規模拡大を見据えた積極的な設備投資である。船舶
業界の拡大予測に加えて、取引先が船体ブロックの外注

先確保の懸念から社内対応の方針を打ち出した情報を
受けて、船体ブロックの需要が今後も堅調に推移し超売
り手市場になることを確信する。
　また、造船業界では、工数削減のために船体ブロック
の大型化が加速しており、船体ブロック製造を売りとす
る当団地にあって、この流れに組合としていかに対応す
べきかが重要な課題となっていた。そこで、団地再強化
に向けた共同作業場の抜本的な対策を実施した。
　共同作業場は、海に面した約 17,000 ㎡の土地に工場
4棟（各 1,800 ㎡）が建てられて ､それらをすべて取り
壊し、新たに 3,155 ㎡を埋め立て、隣接する空き地
1,800 ㎡も整備して、そこに新しい工場 5棟（約 2,300
㎡／棟）を建設した。

　瀬戸内海は厳しい環境保全規制が課せられており、民
間企業が広島県から海面埋め立ての許可を得たのは実
に 15年振りのことである。実施母体が単独企業ではな
く、集団化による取り組みが事業の社会性として評価さ
れたものといえる。

【お問い合わせ先】
（独）中小企業基盤整備機構　地域経済振興部
　地域振興企画課　　電話　０３－５４７０－１５２８（直通）
　　〒１０５-８４５３　港区虎ノ門３－５－１
　　http://www.smrj.go.jp/keiei/kodoka/

��������	
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中小企業「困りごと」相談室
　ひだ・みの巡回キャラバン！を開催します

　中央会は、「中小企業の『困りごと』相談室 ひだ・
みの巡回キャラバン！」と同日開催で、組合事務局
基礎講座「知っておこう！組合運営の基礎と事務手
続き」を開催します。
　日頃携わっている事務管理・運営の様々な場面に
おいて必要な実務上の知識について、再確認や新た
な事項の習得の場としてご活用下さい。分からない
ことは、どんどん質問できるような対話形式での実
施を考えておりますので、お気軽にご参加下さい。

　相談料は無料ですが、事前にお申込み（２月４日
まで）をお願いします。詳しくは、組織支援チーム
までお問い合わせ下さい。
○相談内容：①理事会・総会の手続きと運営／議事
録作成のポイント②組合役員（理事・監事）の役割
と責務③組合員の持分④各種届出・登記手続き、
等々
○開催期日・場所
　上記「中小企業『困りごと』相談室」と同日開催
いたします。なお、開催時間は、１３：００～１４：００を
予定しております。

組合事務局基礎講座のご案内

　日本経済は津波のように押し寄せる経済不況の
真っ只中にあります。この難局を乗り切っていくた
めに組合・中小企業が何をすべきか。そこで中央会
では、帝京大学経済学部准教授の黒崎誠氏から「今
後の日本経済と地域経済の展望～今、地方と中小企
業は何をすべきか！～」をテーマに講演を行います。
　また、厳しい経営環境に立ち向かい生き残るため

のキーワードに“連携”があります。そこで、農商
工連携の概要及び事例紹介、有限責任事業組合（Ｌ
ＬＰ）について紹介するほか、個別相談にも応じます
ので、是非ご参加下さい。
　申込締切は、２月６日まで。詳しくは、組織支援
チームまでお問い合わせ下さい。
【日時】平成２１年２月１８日（水） １３：００～１６：００
【場所】ウェルサンピア岐阜　２階「金華」

組合・中小企業パワーアップセミナーのご案内

　中央会は、第１回「ものづくり日本大賞」内閣総
理大臣賞を受賞し、ＮＨＫ「プロフェッショナル 仕
事の流儀」に出演された�片山商店の片山象三社長
を招き、これまでの取り組みや今後の活動など、中

小企業経営者としての目線から見たものづくり企業
について講演するセミナーを開催します。
　お問い合わせは、広報チームまで。
【日時】平成２１年２月２６日（木） １３：３０～１５：３０
【場所】県民ふれあい会館　レセプションルーム

モノづくりセミナーのご案内

　中央会は、経営戦略セミナー「不況を乗り切るた
めのワーク・ライフ・バランス」を開催します。
　�ベネッセ・コーポレーションの岡田晴菜執行役

員から講演をいただくほか、岐阜労働局雇用均等室
の渡辺桂子室長よりお話をいただきます。
　お問い合わせは、情報チームまで。
【日時】平成２１年３月１９日（木） １３：３０～１５：３０
【場所】グランヴェール岐山

経営戦略セミナーのご案内

　原材料等の価格高騰に加え、景気の先行きも不透
明感が強まるなど、企業の経営環境が急速に悪化の
度合いを増す中、企業の経営者層（トップマネジメ
ント）の皆様に「下請代金支払遅延等防止法」の内
容について一層のご理解をいただくとともに、企業

内コンプライアンスの意識を徹底していただくため、
中央会では下記のとおりセミナーを開催します。
　お問い合わせは、組織支援チームまで。
【日時・場所】①シティホテル美濃加茂＝３月２日
（月）／②ウェルサンピア岐阜＝３月３日（火）
※両会場とも１４：００～１６：００で行います。

下請法トップセミナーのご案内

　中央会は、企業経営にかかる様々な課題、それぞれの企業における固有の困りごとなどについて、気軽に
相談に応じる「中小企業『困りごと』相談室　ひだ・みの巡回キャラバン！」を実施します。
　相談料は無料ですが、事前にお申込みをお願いします。詳しくは、組織支援チームまでお問い合わせ下さい。
○相談内容：「金融・融資」＝金融機
関の担当者、「会計・税務」「事業継
承・相続」＝中小企業診断士・税理士、
「人事・雇用管理」「教育訓練」＝社会
保険労務士、「農商工連携」「商業サー
ビス業経営」＝中小企業診断士、「協同
組合・ＬＬＰ等の設立・運営」＝中央会
の職員
※開催時間は、いずれも１４時から１６時
を予定しております。２月４日まで
に申し込みをお願いします。

場　　所開催日会場名
高山市民文化会館 「会議室２- １」
（高山市昭和町１-１８８- １ ＴＥＬ：０５７７-３３-８３３３）２月６日（金）高 山

県民ふれあい会館 「４０４会議室」
（岐阜市薮田南５-１４-５３ ＴＥＬ：０５８-２７７-１１０１）９日（月）岐 阜

セラトピア土岐 「会議室１」
（土岐市土岐津町高山４ ＴＥＬ：０５７２-５４-２１２０）１０日（火）土 岐

可児市福祉センター 「第２会議室」
（可児市今渡６８２-１ ＴＥＬ：０５７４-６２-１５５５）１２日（木）可 児

わかくさプラザ 学習情報館 「研修室３- １」
（関市若草通２-１ ＴＥＬ：０５７５-２３-７７７６）１３日（金）関

○開催期日・場所
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　大垣市・サミットｉｎおおがき実行委員会では、「企
業が取り組むワーク・ライフ・バランス」として、
働くことと家庭生活、地域生活のバランスをとるた
めには何が必要なのかを考えるパネルディスカッ
ションを開催します。パネラーは、太平洋工業�か

ら棚橋俊徳執行役員、岐阜経済大学からは竹内治彦
経営学部教授、�ワーク・ライフバランスの小室淑
恵代表取締役が務めます。
　入場は無料です。詳細は、大垣市男女共同参画推
進室（０５８４-８１-４１１１・内２６８）までお問い合わせ下さ
い。
【日時】平成２１年１月３１日（土） １０：００～１２：００
【場所】大学スイトピアセンター・音楽堂

企業が取り組む
ワーク・ライフ・バランスのご案内

〈１２月２１日～３１日〉
２２日　岐阜地域留学生交流推進協議会総会（岐

阜大学）
２５日　第２回岐阜県緊急雇用対策連絡会議（県

議会棟）
 

〈１月１日～２０日〉
６日　第３回岐阜県緊急雇用対策連絡会議（県

議会棟）
１４日　次世代育成支援対策推進センター全国会

議（厚生労働省）
１７日　岐阜県プラスチック（工組）創立４０周年

記念式典（岐阜グランドホテル）

〈２月中〉
○中小企業「困りごと」
相談室（１４：００～１６：００）
＆組合事務局基礎講座

（１３：００～１４：００）
６日＝高山市民文化会館／９日＝県民ふれあい会館

／１０日＝セラトピア土岐／１２日＝可児市福祉セ
ンター／１３日＝わかくさプラザ

１８日　組合・中小企業パワーアップセミナー（１３：００
～／ウェルサンピア岐阜）

２６日　モノづくりセミナー（１３：３０～／県民ふれあ
い会館）
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　県では雇用の維持に努める中小企業者の資金繰り
を支援するため、平成２１年１月１５日から「岐阜県中
小企業資金融資制度」の経営合理化資金「雇用維持

� �������

枠」の受付を開始しました。
� ��

　融資対象者は、県内に事業所又は工場があり、１
年以上事業を営んでいる中小企業者、または組合で、
「中小企業緊急雇用安定助成金」（国の助成制度）に
係る実施計画を労働局またはハローワークに提出し
て受理されている事業者です。
○融資限度額：運転資金４千万円　○融資利率：年

１.３％　○信用保証料：年０.３５～１.０％　○担保・保証
人：原則無担保　保証人は金融機関または県信用保
証協会所定方法
　詳しくは、産業労働観光部中小企業課（資金融資
担当／ TEL：０５８-２７２-１１１１・内３０６６）ホームページ
（http://www.pref.gifu.lg.jp/pref/s11363/yuushi/index.ht-
m）に掲載しておりますので、ご覧下さい。

雇用の維持に努める中小企業の皆さんへ（県制度融資を拡充しました）

　中央会では新しいスタッフを採用しましたので、
ご紹介いたします。
【組織支援チーム】西田　　洋（にしだよう）
【 広 報 チ ー ム 】山口　朋美（やまぐちともみ）
　よろしくお願いいたします。

中央会・新規採用のお知らせ
　高山市公設市場買受人協同組合（林利夫理事長）
から、飛騨の正月を彩る「花もち」
を寄贈していただきました。
　来会者の皆様に観ていただくた
め、本会事務所の入口カウンター
に展示致しました。林理事長をは
じめ、組合役職員、組合員の皆様
に感謝申し上げます。

今年も「花もち」をいただきました！

　昨年は、本会の事業運営に多大なご協力を賜り、
厚くお礼申し上げます。本年も何卒よろしくお願い
申し上げます。
　中央会では、会員組合の皆様方の取り組みや活動
など、より多くの情報を発信したいと考えています。
そこで、本紙に掲載可能な組合活動などがございま
したら、広報チームまで情報提供をお願いします。
　また、本紙「年賀広告」に多数のご協賛を頂き、
誠にありがとうございます。今後とも、ご協力頂き
ますとともに、組合員の皆様への情報提供などに本
紙をご活用頂きますようお願い致します。
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